
【事例の内容】
�ハーボニー配合錠を朝食後に服用している患者に、ネキシウムカプセル２０ｍｇ　１カプセル
が朝食後に処方された。患者に薬剤を交付した後に、ハーボニー配合錠の添付文書を確認した
ところ、「本剤と併用する場合は、プロトンポンプ阻害剤を空腹時に本剤と同時投与すること」
の記載に気づいた。処方医に疑義照会を行った結果、それぞれの用法が朝食後２時間に変更と
なった。

【背景・要因】
患者に薬剤を交付する前に添付文書を確認すべきであったが、怠った。

【薬局が考えた改善策】
調剤の際に添付文書を確認することを徹底する。

事 例

ハーボニー配合錠（レジパスビル／ソホスブビル配合錠）の添付文書（一部抜粋）
【使用上の注意】
３.相互作用
（２）併用注意（併用に注意すること）

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

プロトンポンプ阻害剤 
オメプラゾール等

レジパスビルの血漿中濃度が低下
し、レジパスビルの効果が減弱する
おそれがあるため、本剤投与前に�
プロトンポンプ阻害剤を投与しない
こと。本剤と併用する場合は、プロ
トンポンプ阻害剤を空腹時に本剤と
同時投与すること。

レジパスビルの溶解性は�
胃内ｐＨの上昇により低下
する。胃内ｐＨを上昇させ
る薬剤との併用ではレジパ
スビルの血漿中濃度が低下
する。

そ の 他 の
情 報

●�プロトンポンプ阻害剤と同様に、胃内ｐＨを上昇させる薬剤である水酸化アルミニウム、�
水酸化マグネシウムなどの制酸剤や、ファモチジンなどのＨ２受容体拮抗剤との併用にも�
注意が必要である。
●�処方監査時に、重複投与、投与禁忌、相互作用、アレルギー・副作用歴、副作用の発現など
を確認する必要がある。
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※この情報の作成にあたり、作成時における正確性については万全
を期しておりますが、その内容を将来にわたり保証するものではあり
ません。※この情報は、医療従事者の裁量を制限したり、医療従事者
に義務や責任を課す目的で作成されたものではありません。※この情
報の作成にあたり、薬局から報告された事例の内容等について、読み
やすくするため文章の一部を修正することがあります。そのため、「事
例検索」で閲覧できる事例の内容等と表現が異なる場合があります
のでご注意ください。

疑義照会


